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  平成３０年度に実施した，公立学校の児童・生徒及び職員を対象としたセクシュアル・

ハラスメント及び体罰に関する実態調査の結果がまとまりましたので，その概要を報告

します。 

この調査は，各学校が，学校におけるセクハラ及び体罰に関する実態を把握し，効果

的に防止策を講じ，よりよい学校環境をつくるために実施しているものです。 

 

１ 調査方法等 

（１）調査対象 

   千 葉 市 立 学 校 及 び 市 立 高 等 学 校 を 除 く す べ て の 公 立 学 校 に 在 籍 す る 児 童 ･生 徒 

（ 対 象 人 数 は ， ４ ８ ９ ， ４ ７ ３ 人 ） 及 び 職 員 （ 対 象 人 数 は ， 県 立 学 校 に お い て は ， 

１２，３８０人） 

（２）調査対象期間 

   平成３０年４月１日（日）から回答日まで 

（３）実施期間 

   平成３０年１２月３日（月）から平成３１年１月３１日（木）まで 

（４）実施方法 

ア 児童・生徒 

学 校 生 活 に お け る セ ク ハ ラ ， 体 罰 及 び セ ク ハ ラ 以 外 の ハ ラ ス メ ン ト に つ い て ， 

アンケートにより，調査する。 

イ 職員 

    セクハラに関する実態をアンケートにより，調査する。     

     

２ 調査結果の概要 

（１）セクハラ実態調査の結果について 

  ア 児童・生徒 

セクハラと感じて不快であったと回答した児童・生徒の割合は，平成２９年度と 

比較してほぼ変化はなく，１００人当たり０.１人であった。ただし，実数で見ると，

平成２９年度の３０８人から４２４人に１１６人増加している。 

  ・高等学校生徒０.３人（０.２人）   ・特別支援学校児童・生徒０.３人（０.３人） 

  ・小学校児童 ０.０２人（０.０２人）・中学校生徒        ０.１人（０.１人） 
※数字は児童・生徒１００人当たりの人数，（ ）内は平成２９年度 

主な回答は，「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」，「みんなの前で容姿

を話題にされ，不快であった。」，「必要以上に身体に触られ，不快であった。」と 

いうものであり，ここ数年変わりがない。 

ま た ， セ ク ハ ラ 以 外 の ハ ラ ス メ ン ト を 受 け て 不 快 で あ る と 感 じ た 児 童 ・ 生 徒 の 

割合は，１００人当たり０.２人（実数では，９９３人）あり，回答の多くは，「性

格を否定されるようなものの言い方をされた。」，「先生が大声で怒鳴ったり，乱暴

な言葉を発する。」等といった教員の発言や対応等によるものであった。（平成２９

年度は実数で７６３人） 

調査結果を踏まえ児童・生徒本人と面談をする等状況を確認したところ，深刻な

 



問い合わせ 
教育振興部教職員課管理室 

         電話 ０４３－２２３－４０３６ 

問題はなかった。 

なお，県立高等学校，特別支援学校の児童・生徒のセクハラ相談員（悩みごと 

相談員）の周知率（相談員を知っている率）が，平成２９年度の６６.８％から 

６８．４％へ上昇した。引き続き，周知率の向上に取り組んでいく。 

イ 職員 

    県立高等学校，特別支援学校では，９４人の職員がセクハラであると感じたと 

回答した。平成２９年度の９８人と比較すると４人減少している。 

 
セクハラと感じ不快であったと回答した人数の割合の変化（平成１６年度を１とした場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）体罰実態調査の結果について 

   アンケート調査の結果，１件が報告された。調査を始めた平成２４年度の５４件と

比較すると，大きく減少している。 

  ・高等学校生徒 １件（ ０件）  ・特別支援学校児童生徒 ０件（ ０件） 

  ・小学校児童  ０件（ ０件）  ・中学校生徒      ０件（ ０件） 
 ※（ ）内は平成２９年度 

 

３ 今後の対策 

セクハラ及び体罰の根絶に向けて，引き続き，セクハラ防止に向けたパンフレットや

リーフレットを活用し，教職員及び児童・生徒への啓発を図るとともに，教職員に対し，

参加型の研修を行うこと等により，教職員一人一人の倫理観の高揚を図る。また，児童・

生徒の人権意識の高揚も図っていく。 
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平成３０年度セクシュアル・ハラスメント及び体罰に関する実態調査の結果について【データ編】 

 

調査方法等について 

１ 調査対象 

  すべての公立小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，特別支援学校に在籍するすべての児童・生 

徒及び職員（千葉市立学校及び市立高等学校を除く。）を対象とし，児童・生徒においては，「学校生 

活アンケート」として実施。 

※ただし，産休，育児休業，休職，療養休暇中の職員は除く。特別支援学校の生徒については，    

家庭に持ち帰る等の対応による調査を行った。 

※体罰調査は，職員には実施していない。 

※義務教育学校の人数は，当該小中学校に含めて集計を行った。 

※調査対象期間は，平成３０年４月１日（日）から回答日までである。 

＜回答者数＞公立学校児童生徒数合計：４６３，１７０名 

高等学校生徒  ９１，５４１名  特別支援学校生徒   ５，２４９名 

       小学校児童  ２５０，１１３名  中学校生徒    １１６，２６７名 

      県立学校職員数合計：１１，４９９名 

高等学校職員   ７，６４１名  特別支援学校職員   ３，８２２名 

中学校職員       ３６名 

       ※市町村立の小学校・中学校・特別支援学校の回答職員数は未集計。 

＜調査学校数＞学校数合計：１，１６３校 

市町村立小学校    ６７８校  市町村立中学校      ３２０校 

市町村立義務教育学校   ２校  市町村立特別支援学校     ２校 

県立中学校        ２校  県立高等学校       １２３校 

県立特別支援学校    ３６校   

 

２ 実施期間 

  平成３０年１２月３日（月）から平成３１年１月３１日（木）まで 
 

３ 実施方法 

（１）児童・生徒 

学校生活におけるセクハラ，体罰及びセクハラ以外のハラスメントについて，アンケートによ 

り，調査する。 

（２）職員 

    セクハラに関する実態をアンケートにより，調査する。     

   

４ 男女別在籍者数及び回答者数 

（１）児童・生徒 

生 徒 県  立  高  等  学  校  特 別 支 援 学 校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 在籍者数 回答者数 回答率％ 

平成

３０

年度 

男子 ４７，５７１ ４５，３１６ ９５．３％ ４，０３２ ３，５５６ ８８．２％ 

女子 ４８，１０９ ４６，２２５ ９６．１％ １，９１９ １，６９３ ８８．２％ 

合計 ９５，６８０ ９１，５４１ ９５．７％ ５，９５１ ５，２４９ ８８．２％ 

平成

２９

年度 

男子 ４７，６４６   ４５，７６５   ９６．１％   ３，９４３   ３，５５６   ９０．２％   

女子 ４７，８２２   ４６，１０２ ９６．４％ １，９２１ １，７０８ ８８．９％ 

合計 ９５，４６８ ９１，８６７ ９６．２％ ５，８６４ ５，２６４ ８９．８％ 

 
 



 
 

児童・生徒 小   学   校 中   学   校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 在籍者数 回答者数 回答率％ 

平成

３０

年度 

男子 １３５，１６３ １２７，０５１ ９４．０％ ６３，８９４ ５９，５５６ ９３．２％ 

女子 １２８，４２７ １２３，０６２ ９５．８％ ６０，３５８ ５６，７１１ ９４．０％ 

合計 ２６３，５９０ ２５０，１１３ ９４．９％ １２４，２５２ １１６，２６７ ９３．６％ 

平成

２９

年度 

男子 １３４，６７７ １２７，４５３ ９４．６％ ６８，００３ ６４，０４２ ９４．２％ 

女子 １２８，２８９ １２３，７７８ ９６．５％ ６４，２３０ ６０，７５７ ９４．６％ 

合計 ２６２，９６６ ２５１，２３１ ９５．５％ １３２，２３３ １２４，７９９ ９４．４％ 

（２）教職員 

職 員 県  立  高  等  学  校 県 立 特 別 支 援 学 校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 在籍者数 回答者数 回答率％ 

平成

３０

年度 

男性 ５，３９５ ５，１７０ ９５．８％ １，５５４ １，４７１ ９４．７％ 

女性 ２，９１７ ２，４７１ ８４．７％ ２，４７６ ２，３５１ ９５．０％ 

合計 ８，３１２ ７，６４１ ９１．９％ ４，０３０ ３，８２２ ９４．８％ 

平成

２９

年度 

男性 ５，４９７ ５，２６５ ９５．８％ １，５２８ １，４５２ ９５．0％ 

女性 ２，５９６ ２，４７０ ９５．１％ ２，５０２ ２，３３５ ９３．３％ 

合計 ８，０９３ ７，７３５ ９５．６％ ４，０３０ ３，７８７ ９４．０％ 

職 員 県 立 中 学 校 

年度 性別 在籍者数 回答者数 回答率％ 

平成

３０

年度 

男性 ２６ ２６ １００％ 

女性 １２ １０ ８３．３％ 

合計 ３８ ３６ ９４．７％ 

平成

２９

年度 

男性 ２２ ２２ １００％ 

女性 １２ １２ １００％ 

合計 ３４ ３４ １００％  

   ※小学校・中学校は，それぞれの市町村で集計している。 

 

セクハラ実態調査の集計結果について  

１ 児童・生徒編 

（１）回答者数及びセクハラと感じたと回答した人数 

年度 平成３０年度 平成２９年度 

 性別 回答者数 

セクハラと感

じたと回答し

た人数 

割合％ 回答者数 

セクハラと感

じたと回答し

た人数 

割合％ 

高等学校 

（県立） 

男子 ４５，３１６ ６４ ０．１％ ４５，７６５ ２９ ０．１ ％ 

女子 ４６，２２５ １６６ ０．４％ ４６，１０２ １２４ ０．３ ％ 

合計 ９１，５４１ ２３０ ０．３％ ９１，８６７ １５３ ０．２ ％ 

特別 

支援学校 

（県立、市立） 

男子 ３，５５６ ９ ０．３％ ３，５５６ ７ ０．２ ％ 

女子 １，６９３ ８ ０．５％ １，７０８ ７ ０．４ ％ 

合計 ５，２４９ １７ ０．３％ ５，２６４ １４ ０．３ ％ 

中学校 

（県立、市町

村立） 

男子 ５９，５５６ ３６ ０．１％ ６４，０４２ ４２ ０．１ ％ 

女子 ５６，７１１ ８５ ０．１％ ６０，７５７ ４３ ０．１ ％ 

合計 １１６，２６７ １２１ ０．１％ １２４，７９９ ８５ ０．１ ％ 



 
 

小学校 

（市町村立） 

男子 １２７，０５１ １７ ０．０１％ １２７，４５３ １８ ０．０１％ 

女子 １２３，０６２ ３９ ０．０３％ １２３，７７８ ３８ ０．０３％ 

合計 ２５０，１１３ ５６ ０．０２％ ２５１，２３１ ５６ ０．０２％ 

合  計  ４６３，１７０ ４２４ ０．１ ％ ４７３，１６１ ３０８ ０．１ ％ 

※セクハラと感じて不快だったと回答した児童・生徒の人数が，全体として増加した。 

※調査結果を踏まえ各学校で追跡調査を行ったところ，深刻な問題はなかった。 

【全体】１００人当たり０．１人（0.1 人）※小数点第２位を四捨五入 （ ）内は平成２９年度 

 

 

（２）セクハラと感じて不快だったと回答した項目 

   ※各学校種において，アンケート内で示したセクハラ例の回答人数の多い順に並べている。 

  ①高等学校（回答人数 230）＊セクハラと感じ不快だったと回答した生徒の人数（複数回答）  

項  目 男子 女子 合計 

・性的な話・冗談等を言われ、不快であった。 21 37 58 
・必要以上に身体を触られ、不快であった。 10 37 47 
・みんなの前で容姿を話題にされ、不快であった。 6 31 37 
・男のくせに、女のくせに等と言われ、不快であった。 7 9 16 
・性的な内容の電話・手紙・電子メール等をもらい、不快であった。 0 2 2 
・性的な関係を求められ、不快であった。 0 0 0 
・その他 10 53 63 
②特別支援学校（回答人数 17）＊セクハラと感じ不快だったと回答した児童･生徒の人数（複数回答） 

項  目 男子 女子 合計 

・みんなの前で容姿を話題にされ、不快であった。 3 3 6 
・必要以上に身体を触られ、不快であった。 1 2 3 
・性的な話・冗談等を言われ、不快であった。 1 2 3 
・男のくせに、女のくせに等と言われ、不快であった。 0 0 0 
・性的な内容の電話・手紙・電子メール等をもらい、不快であった。 0 0 0 
・性的な関係を求められ、不快であった。 0 0 0 
・その他 8 6 14 
③中学校（回答人数 121）＊セクハラと感じ不快だったと回答した生徒の人数（複数回答） 

項  目 男子 女子 合計 

・性的な話・冗談を言われ，不快であった。 12 43 55 
・必要以上に身体に触れられ, 不快であった。 11 37 48 

・男のくせに，女のくせに等と言われ, 不快であった。 11 3 14 
・みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。 6 8 14 
・性的な内容の電話・手紙・電子メールをもらい，不快であった。 0 0 0 
・その他 1 17 18 

④小学校（回答人数 56）＊セクハラと感じ不快だったと回答した児童の人数（複数回答） 
項  目 男子 女子 合計 

・必要以上に身体に触れられ, 不快であった。 6 13 19 
・みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。 3 4 7 
・性的な話・冗談を言われ，不快であった。 4 1 5 
・男のくせに，女のくせに等と言われ, 不快であった。 0 0 0 
・性的な内容の電話・手紙・電子メールをもらい，不快であった。 0 0 0 
・その他 4 23 27 



 
 

 
（３）セクハラと感じ不快だったと回答した件数が多かった項目の推移 

セクハラと感じ不快であったと回答した主な項目は，前年度と同じ傾向であった。 
①  県立高等学校生徒   ＊（ ）内は，平成２９年度。 

・「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」     ０.０６％（０.０５％） 
・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」      ０.０５％（０.０２％） 
・「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」   ０.０４％（０.０２％） 

②  特別支援学校児童・生徒 
・「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」   ０.１１％（０.０２％） 
・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」      ０.０６％（０.０９％） 
・「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」     ０.０６％（０.００％） 

③ 中学校生徒 

・「性的な話・冗談を言われ，不快であった。」       ０.０５％（０.０１％） 

・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」      ０.０４％（０.０１％） 

・「男のくせに，女のくせに等と言われ, 不快であった。」 ０.０１％（０.０１％） 

・「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」   ０.０１％（０.０２％） 

③  小学校児童 

・「必要以上に身体に触られ，不快であった。」      ０.０１％（０.０１％） 

・「みんなの前で容姿を話題にされ，不快であった。」   ０.００％（０.０１％） 

・「性的な話・冗談等を言われ，不快であった。」     ０.００％（０.０１％） 

※生徒の回答について内容を調査したところ，授業中の職員の冗談や教材の説明の中での性的な言動

や，部活動及び服装頭髪指導等の生徒指導の場面における教職員の対応を不快と感じたものが多かっ

た。 

 

（４）セクハラととらえられた具体的な事柄（県立学校生徒の回答の趣旨の抜粋） 

・整容指導で後頭部から髪の毛を持って、耳にかけて、髪を切ってと言い、若者の見た目は短

髪でいいだろと決めつけてくる。 

・服装検査時に靴下検査で足を見られて不快。体育の更衣時になかなか教室から出て行かな

い。 

・頭髪指導時に、顔の距離が近くて、あまり気持ちが良くなかった。 

・ネックレスをつけていないのに，いきなりえり首を下に強く下げられ，つけていないにもか

かわらず謝罪もなかった。 

・寒いからスカートの下にジャージーを穿いていたら先生に脱げと言われたので脱ごうと思っ

て先生に「見ないで」と言ったら否定してきて不快だった。 

・授業の時、性に関する先生の言葉に驚いた。 

・授業内で、女性の結婚は若いうちにするべきという主旨の話をされ不快だった。 

・そんなに親しくない先生に体育の時間に肩をもまれて不快だった 

・体育の授業後に教室内で女子が着替えをしている途中にも関わらず、次の授業担当の男の先

生が教室に入ってくるのが不快だった。 

・授業において恋愛や性に関する話題がなされ不快であった。 

・授業で性に関することについて発表を求められ不快であった。 

・教員が他の生徒に「かわいい子にはやさしい」と言ってプリントを渡していたのが不快だっ

た。 

・「女子はこの授業大事だぞ。女子は、ほぼほぼ事務職なんだから。」と言われた。 

・水泳を見学する理由が生理であることを言わせようとしつこく聞いてきた。 

・下校時に、男性職員から手招きされ、会話の中で頭をなでられた。 

・女子トイレの清掃監督の男性教諭が制止しても入室してくる。 

・自分のことではないが，女子部員に「太った？」と先生が言い，不快な思いをさせた。 

・シングルマザーでもよいから子供を産めと言われ、頭にきた。 

・T シャツのサイズを皆の前で読み上げられて不快になった。 

・男の先生にうなじを必要以上にさわられた。 

 

 



 
 

２ 教職員編 

（１）回答者数及びセクハラと感じたと回答した人数 

職 員 平成３０年度 平成２９年度 

年度 性別 回答者数 

セクハラと

感じたと回

答した人数 

割合 ％ 回答者数 

セクハラと

感じたと回

答した人数 

割合 ％ 

県立

高等

学校 

男性 ５，１７０ １４ ０．３％ ５，２６５ １３ ０．２ ％ 

女性 ２，４７１ ５３ ２．１％ ２，４７０ ５４ ２．２ ％ 

合計 ７，６４１ ６７ ０．９％ ７，７３５ ６７ ０．９ ％ 

県立

特別

支援

学校 

男性 １，４７１ ３ ０．２％ １，４５２ ５ ０．３ ％ 

女性 ２，３５１ ２４ １．０％ ２，３３５ ２６ １．１ ％ 

合計 ３，８２２ ２７ ０．７％ ３，７８７  ３１ ０．８ ％ 

県立

中学

校 

男性 ２６ ０ ０％ ２２ ０ ０％ 

女性 １０ ０ ０％ １２ ０ ０％ 

合計 ３６ ０ ０％ ３４ ０ ０％ 

合計  １１，４９９ ９４ ０．８％ １１，５５６ ９８ ０．８ ％ 

※セクハラと感じて不快だったと回答した職員の人数は，減少した。 

※調査結果を踏まえ各学校で追跡調査を行ったところ，深刻な問題はなかった。 

【全体】１００人当たり０．８人（0.8 人）※小数点第２位を四捨五入 （ ）内は平成２９年度 

 

 

 

 

（２）セクハラと感じて不快だったと回答した項目 

   ※各学校種において，アンケート内で示したセクハラ例の回答人数の多い順に並べている。 

 

①県立高等学校（回答人数 67）＊教職員や生徒からセクハラを受けたと回答した職員の人数（複数回答） 

項  目 男性 女性 合計 

・容姿・年齢・結婚・妊娠等を話題にされ，不快であった。 4 21 25 

・性的な話・冗談等を言われたりメール等を送られ，不快であった。 3 7 10 
・必要もないのに身体に触られ，不快であった。 1 3 4 
・性体験や性的なことについて聞かれ，不快であった。 1 2 3 
・執ように交際を迫られ，不快であった。 0 1 1 
・裸や水着のポスターやパソコンの画面を見せられ，不快であった。 0 0 0 

・執ように携帯電話の番号やメールアドレスを聞かれ，不快であった。 0 0 0 
・性的なうわさを流され，不快であった。 0 0 0 
・お酌，カラオケのデュエット，ダンス等を強要され，不快であった。  0 0 0 
・性的な関係を求められ，不快であった。 0 0 0 
・上記のことをされ，拒否すると人事や仕事上で不利になると言われた。 0 0 0 
・その他 6 20 26 
 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 ②特別支援学校（回答人数27）＊教職員や生徒からセクハラを受けたと回答した職員の人数（複数回答） 
項  目 男性 女性 合計 

・容姿・年齢・結婚・妊娠等を話題にされ，不快であった。 1 9 10 
・必要もないのに身体に触られ，不快であった。 1 6 7 
・性的な話・冗談等を言われたりメール等を送られ，不快であった。 0 3 3 
・性体験や性的なことについて聞かれ，不快であった。 0 1 1 
・執ように交際を迫られ，不快であった。 0 1 1 
・性的なうわさを流され，不快であった。 0 0 0 
・お酌，カラオケのデュエット，ダンス等を強要され，不快であった。  0 0 0 
・裸や水着のポスターやパソコンの画面を見せられ，不快であった。 0 0 0 
・執ように携帯電話の番号やメールアドレスを聞かれ，不快であった。     0 0 0 
・性的な関係を求められ，不快であった。 0 0 0 
・上記のことをされ，拒否すると人事や仕事上で不利になると言われた。 0 0 0 
・その他 1 7 8 

 
※職員の回答について内容を調査したところ，生徒からの言動，性別による役割分担を不快と感じたと

するものがあった。 

 

 

３ セクハラと感じ不快であったと回答した人数の割合の変化（平成１６年度を１とした場合） 
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４ セクハラ相談員の周知について 

                セクハラ相談員を知っていると回答した児童・生徒数と周知率 

      校 種 

  年 度 

県立高等学校 県立特別支援学校 

人   数 周 知 率 人  数 周 知 率 

平成３０年度 ６４，０５９名 ７０．０％ １，８８３名 ３８．５％ 

平成２９年度 ６２，５２３名 ６８．１％ １，９３７名 ３９．４％ 

平成２８年度 ６０，３８１名 ６５．１％ １，５８８名 ３３．６％ 

平成２７年度 ５９，４５９名 ６４．２％ １，８０２名 ３８．１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 記名の状況について 
  ※平成１８年度調査から アンケートについては，原則記名としている。 

 生 徒 

県立高等学校 県立特別支援学校 

記名し

た生徒

の割合 

セクハラを受けたと回答した生

徒のうち記名した生徒の割合 

記名し

た生徒

の割合 

セクハラを受けたと回答した生

徒のうち記名した児童・生徒の

割合 

平成３０年度 94.8% ５０.０ ％ 92.6% ７６．５％ 

平成２９年度 96.1% ５３.６ ％ 92.5% ６４.３％ 

平成２８年度 94.3% ４３.９ ％ 92.3% ６８.２％ 

平成２７年度 94.7% ４１.６ ％ 93.6% ６４.３％ 

記名した効果（複数回答）＊回答件数 130 件       （ ）内は平成２９年度 
・真面目に記入するようになり信頼性が向上した。   61 件 ３４．９％ （66件 37.8%） 
・迅速で的確な対応が可能となった。           37 件 ２１．１％ （55件 31.4%） 
・セクハラの抑制効果があった。             0 件    ０％ （ 0 件     0%） 
・セクハラの実態把握が難しくなった。           0 件    ０％ （ 0 件     0%） 
・その他                         41 件 ２３．４％ （23件  13.1%） 
 

６ 調査結果に基づき，その後実施した対策の概要について 

（１）生徒に対して ※各学校から記述回答されたものを分類 

項      目 高等学校 特別支援 全 体 

セクハラを受けたと記入した生徒本人と面談し、事情を聞いた。 ５７．６％ ２５．０％ ５０．９％ 

無記名の被害生徒に、相談を受けるよう呼びかけた。 １５．１％ ０．０％ １２．０％ 

集会やホームルームで、全生徒にセクハラ防止の指導をした。 ０．７％ ０．０％ ０．６％ 

文書や放送等でセクハラ相談窓口の周知徹底を図った。 ３．６％ ０．０％ ２．９％ 

セクハラ防止のポスターや文書を作成し、掲示または配布した。 ０．０％ ０．０％ ０．０％ 

その他 １１．５％ １９．４％ １３．１％ 

（２）教職員に対して 

 ・全教職員に調査結果を知らせ，セクハラ防止に向け，注意を喚起したり，研修を実施したりしている。 

【参考】セクハラ実態調査の効果について（各学校で記述回答されたものを集計し，その概要を分類） 

  ・全体の９７．７％の学校において，セクハラ実態調査は，セクハラ行為に対する抑止力となる，     

ハラスメントに対する意識が高まる等の面で効果があるとの回答があった。 

  ・セクハラ調査を年間複数回実施した方が良いとの意見が９校からあった。 

・風通しの良い職場づくりが，セクハラ防止の上でも効果があるとした意見が多くあった。 

●セクハラ相談員の周知率について 
・高等学校と特別支援学校を合わせた全体のセクハラ相談員の周知率は，平成２９年度の６６.８％ 
から６８.４％となった。高等学校では，周知率が１．９ポイント増加したが，特別支援学校では

０．９ポイント減少した。今後も集会等でセクハラ相談員の紹介や平成２７年度に配布した「わ

いせつ・セクハラ防止リーフレット～不祥事根絶に向けて～」を活用する，担任が周知する等し

て，引き続きセクハラ相談員の周知率向上に努め，生徒が相談しやすい環境を作ることが重要で

ある。  
・なお，市町村立小学校は６９.８％，市町村立中学校は６５.４％であった。 



 
 

 

７ セクハラ以外のハラスメントを受け不快であると感じた回答数 ＊平成２８年度からの設問 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 県 立 高 等 学 校 特 別 支 援 学 校 
年度 性別 回答者総数 回答数 割合％ 回答者総数 回答数 割合％ 

平成 
３０ 

年度 

男子 ４５，３１６ １３３ ０．３％ ３，５５６ ２５ ０．７％ 
女子 ４６，２２５ １６２ ０．４％ １，６９３ １７ １．０％ 
合計 ９１，５４１ ２９５ ０．３％ ５，２４９ ４２ ０．８％ 

                  （229）               （31） 

児童・生徒 小  学  校 中  学  校 
年度 性別 回答者総数 回答数 割合％ 回答者総数 回答数 割合％ 

平成
３０ 

年度 

男子 １２７，０５１ ２０１ ０．２％ ５９，５５６ ４６ ０．１％ 

女子 １２３，０６２ ３１１ ０．３％ ５６，７１１ ９８ ０．２％ 

合計 ２５０，１１３ ５１２ ０．２％ １１６，２６７ １４４ ０．１％ 

                   （430）                              （73） 
職員 県 立 高 等 学 校 県 立 特 別 支 援 学 校 

年度 性別 回答者総数 回答数 割合％ 回答者総数 回答数 割合％ 

平成 
３０ 

年度 

男性 ５，１７０ ５０ １．０％ １，４７１ ２０ １．４％ 

女性 ２，４７１ ６３ ２．５％ ２，３５１ ６１ ２．６％ 

合計 ７，６４１ １１３ １．５％ ３，８２２ ８１ ２．１％ 

                                     （75）                              （62） 

                                                                     （ ）内は平成 29年度 

セクハラ以外のハラスメントの具体的な事柄の例（県立学校生徒の回答の趣旨の抜粋） 
 

・一部の教員から受験に落ちると脅された。 
・叱る時にどなる。 
・授業中に暴言を言われた。 
・テストの点数をばらされた。 
・勉強ができないことに対して、勉強に関係のない不快なことを言われた。 
・資格試験を受けることを伝えたら、「絶対むり」と言われた。 
・授業中に特定の人を当ててバカにする。 
・授業の発表で間違えた回答をして教員から冷やかされた。 
・部活動で自分だけ態度が悪いと決めつめられ、一人だけ残されて何分も説教された。 
・部活動の顧問から「チームの場を壊す」と言われた。 
・他人の前で、姉妹の比較をされる。 
・みんなの前で他の人と比べられて嫌だった。 
・性格を否定されるようなものの言い方をされ、いい気持ちはしなかった。 
・怒鳴る、机をたたいて大きな声を出す等の行為をされた。 
・指をさして「お前」と言われみんなの前で怒られる。 
・先生が大声で怒鳴ったり、乱暴な言葉を発するのを見聞きするのは不快である。 
・教員の威圧的な言葉が不快。 
・思うように動けないのに「早くしなさい」「やりなさい」と大声できつく注意された。 
・教師の生徒に対する声の大きさや触れ方に対して、生徒が圧力と感じる場面がある。 
・出来ないことをやれと言われるのはハラスメントだと思う。 
 
 
 

●セクハラ以外のハラスメントを受け不快であると感じた人数について 
 児童・生徒においては，特別支援学校の割合が最も高く０．８％（４２件）であった。この他，高

等学校は約０．３％（２９５件），小学校は０．２％（５１２件），中学校は０．１％（１４４件）

であった。なお，各学校でセクハラ相談員等が，追跡調査等を行ったところ，教員から児童・生徒

に対するセクハラ以外のハラスメントの具体的相談について，深刻な内容はなかった。 



 
 

 
 
 
体罰実態調査の結果集計について 
１ 調査内容 

  千葉市及び市立高等学校を除く，すべての公立小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，特別支援 
学校に在籍するすべての児童・生徒及び保護者を対象として，平成３０年度中の体罰についてアンケー 

ト調査を実施し，新たに体罰の事実を確認した件数及び事案の概要を各県立学校及び各市町村教育委 

員会から報告する。 

 

２ 調査結果 

実態調査の結果，生徒が体罰として記入したのは１件であった。 

なお，平成２９年度調査は０件であった。 

 

（１）アンケートから確認し，体罰の疑いがあると報告された件数 

学校種 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計 

平成３０年度 ０ ０ １ ０ １ 

平成２９年度 ０ ０ ０ ０ ０ 

平成２８年度 ０ ０ ０ ０ ０ 

（２）体罰の場面について（平成２８年度及び２９年度は該当なし） 

体罰の場面 部活動中 授業中 その他 合計 

平成３０年度 ０ １ ０ １ 

平成２９年度 ０ ０ ０ ０ 

平成２８年度 ０ ０ ０ ０ 

 

３ 体罰の事案での平成３０年度中の処分の状況について（平成３１年３月３１日現在） 

 （１）体罰の事案での処分の状況について（事故発生年度と処分年度は一致しない。） 

学校種 免職 停職 減給 戒告 訓告等 合計 

小学校 ０ １ ０ ０ １ ２ 

中学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

高等学校 ０ ０ ０ ０ ２ ２ 

特別支援学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ０ １ ０ ０ ３ ４ 

＊訓告等の処分は，市町村教育委員会が小学校の１件を，県教育委員会が高等学校の２件を 

行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

問い合わせ 

教育振興部教職員課管理室 

         電話 ０４３－２２３－４０３６ 

 
 

（２）体罰の態様について 

主な体罰の態様は以下のとおりである。 

・教諭は，担任する特別支援学級の児童５名に対し，一人当たり１回から２回，児童のほおを叩

いた。 

・教諭は，生徒の授業態度が悪いという理由で，生徒の右耳及び右頬の辺りを，左手の平で１回

叩いた。 

 

４ 平成３０年度に千葉県教育委員会の実施した体罰根絶の取組例 

県初任者研修会や５年経験者研修会及び中堅教諭等資質向上研修会，体育主任研修会等において 

体罰根絶について指導した。 

＊指導の中で，リーフレット「体罰なんかいらない！」（平成２６年９月作成）を全参加者に提

示し，「体罰根絶宣言」の周知徹底を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 


